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＜連絡事項＞

・8月9日（水）17：30～メンタルケア病棟４階メモリアルホールにて院内研修（伝達講習）があります。内容は『精神保健福祉法』です。当日のアンケ－トにより出欠確認をしますが、その前に出席名簿への打ち込みをして下さい。名簿は

　「WIZ」→「書類フォルダー」→「教育委員会」→「H18教育委員会」→

　「H18院内研修」→「第２回院内研修出欠名簿はこちらです」→

「第２回院内研修出欠名簿」になります。

勤務以外スタッフは参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～左第5趾にベンチ腫見られ、スピール膏処方となっています。

　　　　　　　　7月25日（火）準夜のスタッフは皮膚症状の観察をし、確実に

　　　　　　　　貼るようにしましょう。

　　　　　　　　又、先週の歯科診察にて抜歯し、抗生剤と鎮痛剤が処方・服薬していましたが、疼痛訴えなく、本日で飲み切り止めとなっています。今後も腫脹・疼痛等の観察・確認をしていきましょう。

・袴田　隆裕様～昨日外泊より帰院されていますが、左眼瞼の腫脹・発赤見られ、疼痛訴えています。担当医（田名部Ｄｒ）診察し、アンホリル軟膏１本処方、１日２回（朝・夕）塗布となっています。腫脹・発赤・疼痛等の観察・確認と、悪化防止の為手で触れたり、こすったりしないよう本人へ伝えましょう。

　　　　　　　　又、担当医より服薬自己管理導入許可がおり「今後は再発防止という意義が大きいと考えられ、本人の理解と意志に基く服薬継続を行わせて下さい」との事でした。病気・服薬についてどのように考えているのかを再確認しながら、服薬自己管理導入後は、セットミス・誤薬・忘薬等に注意しながら進めていくようにしましょう。服薬ボードも準備出来ており、8月２日（水）の定期処方日から服薬自己管理導入予定です。

＜週間予定＞

　・２５（火）～症例検討会議・行動制限最小化委員会

　　　　　　　準夜帯にてベンチ腫部位へスピール膏を貼る→

　　　　　　　田野畑　忠夫様・滝田　英人様・伊藤　雄一様・日向端　庸夫様

・２６（水）～毛布洗濯

　　　　　　　カーテンクリーニング（402・403）

・２７（木）～皮膚科診察

・２８（金）～歯科診察→小比類巻　昇様・伊藤　雄一様・小坂　君子様

　　　　　　　カーテンクリーニング（405・406）

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・佐々木　淳様～先週の作業療法参加時、「眠い」と話され、手休めすること多く集中出来ずにいました。（眠ってしまうという事はありません。）

　　　　　　　　今後は、現在能力の維持に努め、生活リズムを整えられる・作業療法参加中は起きていられるような関わりをしていきます。

・滝田　英人様～手休めすること多く見られていますが、課題を提供すると集中して行う事出来ています。今後も、生活リズムを整えられるよう休まれている時は声掛けし、起きていられるよう、又、集中して作業に取り組めるような関わりをしていきます。

・平　京子様～血圧高値の為、先週の木曜日より降圧剤処方・服薬しており、「薬を飲むようになってから吐き気がしたり、めまいがする。具合いが悪くなるから薬を変えてほしい。」等病棟では訴え聞かれていますが、作業参加時は上記のような訴えは聞かれず、解らないところは聞きに来られ、集中して取り組む事出来ています。（妄想様発言も聞かれません。）今後も、本人の状態を見ながら、集中して出来るようなプログラムを提供していきます。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞　

・五日市　規様～♯２　幻聴に左右され日課支障きたす恐れがある。

　　　　　　　　　Ｐ－①幻聴・独語・空笑等の有無

　　　　　　　　　　　②夜間の睡眠状況

　　　　　　　　　　　③日課への取り組み方

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　6月11日の準夜帯「ここの先生は患者がいつどうなるかわからないから、白衣のポケットにナイフを入れて歩いてるんだ。」と異常体験に左右された発言聞かれ、その日は不眠で経過する事ありました。しかしその後は、時に独語・ニヤツキ見られ、幻聴はある様子ですが、日課・プログラムへは支障・拒否なく参加、夜間も睡眠とれています。睡眠状態の観察・確認と、幻聴がある時や困った時などはスタッフへ話して頂きたい事を伝え、スタッフは話を傾聴し、現実検討出来るよう関わりをしていきましょう。

・山火　るい子様～＃２　おやつ摂取が上手く出来ない

　　　　　　　　　　Ｐ－①食事を適量盛り付ける

　　　　　　　　　　　　②おやつ摂取時間を守って頂く

　　　　　　　　　　　　　（6：30、11：00、15：30、18：30）

　　　　　　　　　　　　③出来たら評価する

　　　　　　　　　　　　　（継続出来たら１日分の自己管理へ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　

　　　　　　　　　現在おやつをスタッフ管理としており、今後は自己管理へと向けていく予定でいましたが、最近「おやつは食べません。」

　　　　　　　　　「買い物もいいです。」と外（買い物）へ行きたがらなく、買い物に行き一度はかごに菓子を入れるがすぐ戻している事あります。おやつ摂取、買い物に行きたくない理由を確認し、自己決定出来ないところもあるので、ある程度枠組みをし（スタッフが何種類かの菓子を選び）その中から本人の好きな物を選んで頂く。又、気分転換をはかる為にも外出を促すようにしていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


































